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財
政
安
定
化
を
推
進

特
　
集
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令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
市

政
運
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
市
民
と
歩
む
次
代
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
〜
的
確
な
情
報
発

信
・
市
政
の
見
え
る
化
促
進
〜
」

に
配
慮
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
　

　
具
体
的
に
は
、
財
政
の
「
安
定

化
対
策
」
、
新
た
な
社
会
情
勢
等

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
）
を
踏
ま
え
、
第
六
次
総

合
計
画
等
に
沿
っ
た
施
策
を
効
果

的
に
展
開
す
る
事
業
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
注
目
事
業
と
し
て
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
に
加
え
、
不
二
羽
島
文

化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
２
３
４
億
５
０
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
し
、
１
億
７

０
０
０
万
円
（
０
・
７
％
）
減
少

し
ま
し
た
。
特
別
会
計
は
１
２
７

億
２
２
３
２
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
26
億
４
３
２
３
万
円
（
17
・

２
％
）
の
減
、
企
業
会
計
は
１
１

５
億
２
５
５
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
34
億
１
６
５
２
万
円
（
42
・

３
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
予
算
総
額
は
４
７
６
億
７
４
８

７
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
６
億
３

２
９
万
円
（
１
・
３
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
個
人
市
民
税
の
増
に
よ
る
市
税

の
増
加
等
を
見
込
む
一
方
で
、
財

政
の
「
安
定
化
対
策
」
の
実
施
に

伴
う
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
抑
制
等
に
よ
り
減
少
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
義
務
的
経
費
で
は
、
扶
助
費
が

１
億
２
３
６
２
万
円
、
人
件
費
が

１
億
７
７
９
６
万
円
、
公
債
費
が

１
億
５
７
５
５
万
円
増
加
し
ま
し

た
。
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
４

億
５
９
１
３
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建
設

事
業
費
が
２
億
３
０
２
８
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
の
工
期
延
伸
に
よ
る
も

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一 般 会 計

国民健康保険

介護保険

簡易水道事業

下水道事業

羽島市・羽島郡二町 介護認定審査会事業

インター北土地区画整理事業

駅北本郷土地区画整理事業

後期高齢者医療

病院事業

上水道事業

下水道事業

合計（一般会計＋特別会計＋企業会計）

企業
会計

令和２年度会　計　区　分 対前年比

234億5,000万円

66億4,650万円

51億2,655万円

－

－

2,604万円

3,392万円

3,441万円

68億3,687万円

13億2,718万円

33億3,849万円

476億7,487万円

△ 0.7%

△ 4.3%

1.3%

皆減

皆減

1.8%

△ 3.0%

△ 71.9%

8億5,490万円 10.0%

△ 0.1%

7.0%

皆増

 1.3%

特
　
別
　
会
　
計

令和2年度羽島市予算

476億7,487万円

一般会計
234億5,000万円

特別会計
127億2,232万円
企業会計

115億255万円

令和2年度

一般会計当初予算の推移 

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

250

200

(億円)

150

100

50

0
(平成)

２
０
２
億
６
０
０
０
万
円

２
０
４
億
９
０
０
０
万
円

２
１
１
億
５
０
０
０
万
円

２
３
６
億
２
０
０
０
万
円

２
３
４
億
５
０
０
０
万
円

２
０
７
億
円

市税 

その他 

繰入金

分担金および負担金

繰越金

使用料および手数料

諸収入

寄附金

財産収入

国庫支出金 

市債 

地方交付税 

県支出金 

その他 

地方消費税交付金

地方譲与税

法人事業税交付金

地方特例交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

環境性能割交付金

利子割交付金

交通安全対策特別交付金

88億7,903万円

24億5,742万円

12億5,478万円

4億8,995万円

3億円

1億9,789万円

1億3,156万円

5,010万円

3,316万円

31億5,970万円

28億2,130万円

23億831万円

18億9,623万円

19億2,800万円

14億3,000万円

2億5,300万円

8,200万円

5,300万円

3,500万円

2,400万円

2,300万円

1,900万円

900万円

一般会計　歳入

自
　
主
　
財
　
源

依
　
存
　
財
　
源

一般会計　歳出

●義務的経費とは、支出が義務付けられている経費で、この
　比率が大きいと財政が硬直化しているといえます。
　投資的経費は、その支出が資本形成となるものです。

問い合わせ先　財務課（内線 2 3 8 2 ）

58億4,970万円

34億8,902万円

16億7,660万円

29億4,522万円

42億3,723万円

27億9,978万円

20億713万円

4億4,533万円

2億851万円

1億1,774万円

7,267万円

2,640万円

2,000万円

扶助費 

人件費 

公債費 

普通建設事業費 

物件費 

補助費等

繰出金

その他 

積立金

維持補修費

投資及び出資金

貸付金

予備費

義務的経費

投資的経費

その他の経費

一
般
会
計
は
微
減

歳
　
入

歳
　
出

歳入
234億5,000万円
歳入

234億5,000万円
歳入

234億5,000万円
歳出

234億5,000万円
歳出

234億5,000万円
歳出

234億5,000万円

自主財源
48.3％ 
自主財源
48.3％ 
自主財源
48.3％ 

依存財源
51.7％

依存財源
51.7％

依存財源
51.7％ 市税

37.9%
市税
37.9%
市税
37.9%

地方交付税
9.8%
地方交付税
9.8%
地方交付税
9.8%

国庫支出金
13.5%
国庫支出金
13.5%
国庫支出金
13.5%

県支出金
8.1%
県支出金
8.1%
県支出金
8.1%

市債
12.0%
市債
12.0%
市債
12.0%

その他
8.2%
その他
8.2%
その他
8.2%

その他
10.5%
その他
10.5%
その他
10.5%

その他1.9％ 

投資的経費
12.6%
投資的経費
12.6%
投資的経費
12.6%

繰出金
8.6%
繰出金
8.6%
繰出金
8.6%

補助費等
11.9%
補助費等
11.9%
補助費等
11.9%

公債費
7.1%
公債費
7.1%
公債費
7.1%

人件費
14.9%
人件費
14.9%
人件費
14.9%

扶助費
24.9%
扶助費
24.9%
扶助費
24.9%

その他の経費
40.5%
その他の経費
40.5%
その他の経費
40.5%

義務的経費
47.0%

義務的経費
47.0%

義務的経費
47.0%

普通建設事業費
12.6%
普通建設事業費
12.6%
普通建設事業費
12.6%

物件費
18.1%
物件費
18.1%
物件費
18.1%

２
年
度
当
初
予
算

市
民
と
歩
む
次
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

「
的
確
な
情
報
発
信
・
市
政
の
見
え
る
化
促
進
」

　
市
長
の
給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
継

続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
削
減

額
は
、
退
職
金
相
当
額
を
全
額
削

減
。
給
料
月
額
か
ら
毎
月
削
減
し

て
支
給
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

12
月
ま
で
の
削
減
率
は
、
期
末
手

当
も
含
め
て
平
均
24
・
３
％
で
、

退
職
金
を
含
め
た
総
削
減
額
は
、

約
３
４
５
９
万
円
で
す
。
　
　
　

　
他
自
治
体
の
状
況
と
比
較
す
る

と
、
令
和
元
年
６
月
時
点
で
羽
島

市
長
の
給
与
は
県
内
21
市
中
で
20

番
目
、
平
成
31
年
の
人
口
や
産
業

構
造
に
応
じ
て
区
分
さ
れ
た
88
類

似
団
体
中
で
86
番
目
と
低
い
水
準

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
市
長
の
給
与
削
減
を
受

け
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
料
月

額
と
期
末
手
当
も
同
時
期
か
ら
削

減
。
平
均
の
削
減
率
は
、
副
市
長

が
17
・
５
％
、
教
育
長
が
８
・
０

％
（
令
和
２
年
度
は
10
％
）
で
す
。

　
な
お
、
市
長
等
の
特
別
職
給
与

の
削
減
内
容
は
、
同
報
酬
等
審
議

会
か
ら
の
情
報
公
開
の
要
請
に
よ

り
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
　

平
成
25
年
か
ら
継
続
し
て
削
減
　

　
　
削
減
額
は
約
６
０
３
４
万
円

市
長
等
の
特
別
職
給
与

市　　　長

月額給与 期末手当
平均削減率

平均削減額 総削減額
（退職金含む）

副　市　長

教　育　長

▲207,706円

▲126,309円

▲50,443円

▲542,378円

▲317,372円

▲128,778円

▲34,594,076円

▲18,530,185円

▲7,215,473円

▲24.3％

▲17.5％

▲8.0％

特別職給与の削減（市長はH25.10～R2.12、副市長および教育長はH25.10～R3.3の期間で算定）

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。
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■問い合わせ先　総合政策課（内線２３４３）

事業名･判定結果 主な意見 市の対応

３事業のあり方見直す

事業仕分けの市民判定に基づき 　昨年9月に実施した事業仕分けへの主な対応

状況は、下表のとおりです。

　事業のあり方を見直した結果、前年度と比較

して約456万円の削減効果がありました。

　今後もいただいたご意見等を参考にして、事

業の見直しを継続していきます。

地域農業の支援
「集落活動促進事業」
※農事改良組合の組織強化・地域
　農業の育成および振興を目的と

した補助金

（一部見直し）

中高年の健康づくり
「トレーニングジム　
　　　　　運営事業」
（抜本的見直し）

子どもが学び育つ場
「放課後子ども教室　
　　　　　推進事業」
（現行・拡充）

補助金の交付根拠の明確化、使
途の見直しが必要である。

決算報告やそれに対する監査が
民間企業と比しておろそかになっ
ていないか。

農業振興のために必要な支援に
ついて、農家の意見を聞くべき
である。

トレーニングジム機器を使わな
い講座（体操・ヨガ等）のプロ
グラムを増やす等の見直しがで
きないか。

市が場所を提供し、民間事業者
が運営を行う事業形態への見直
しができないか。

ＰＲ不足で市民に周知されてい
ない。

「子育て」の施策推進のために
良い事業であるため拡大してほ
しい。

共働きの家庭も考慮して活動時
間を延長してほしい。

運営のコーディネーターに興味
がある人のために事業の周知方
法を再度検討すべき。

集落活動促進事業交付金を行政関係文書等の配布・回収に
係る役務費(手数料)とする形に見直した。
今年度予算削減効果 845千円

交付金・補助金等が適切に執行されているか、内部の事務
処理マニュアル等に従い審査を行っており、今後も継続し
て実施していく。

羽島市農事改良組合連合会の組織を見直し、地域農業の
振興や各種農政課題の円滑な推進を図るため、市が各町農
事改良組合長会議を開催する。
今年度予算削減効果 286千円

市における健康維持プログラムは、他部署（高齢福祉課・
福祉課等）でも同様に実施されているため、整理し実施方法
を見直す。
今年度予算削減効果 3,436千円

民間事業者とともに検討を行ったが、事業実施は難しいと
の回答であった。

市公式ホームページを分かりやすい形に変更した。今後
は、市公式ＳＮＳ等を利用し、情報発信を積極的に行って
いく予定である。

令和2年度から、新たに2校で開室できるよう調整、準備を
進めている。
今後も、市内全小学校区に拡大できるよう調整、準備を進
めていく。

教室の実施目的や本市の開室時間が他自治体に比べじゅう
ぶんに長いことから、さらなる延長は行わない。

今後、市ホームページで活動実績等を紹介し、多くの市民
の方に放課後子ども教室の活動内容を周知し、活動に協力
していただける方を探していく。

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
老
朽
化
が
著
し
い

中
島
小
学
校
、
桑
原
学
園
前
期
課
程
に
お

い
て
、
試
行
的
に
水
泳
授
業
の
実
施
を
民

間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
全
天
候
型

の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
）
に
委
託
し
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
指
導
員
に
よ
る
児
童
の

泳
力
増
進
を
図
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
実
施
後
に
効
果
検
証
を
行
い
、
令
和
３

年
度
以
降
に
他
の
小
学
校
に
も
段
階
的
に

導
入
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

④
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
（
８
０
４
万
円
）

　
東
京
２
０
２
０
２
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
運
醸
成
を
図
る
た
め
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と
し
て
各
小
中
学
校

の
代
表
者
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
観
戦
、
大
会
終

了
後
の
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
　
　

　
聖
火
リ
レ
ー
や
ミ
ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
県
立
羽
島
特
別

支
援
学
校
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採
火
式
、

羽
島
学
園
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ビ

ジ
ッ
ト
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　
　

⑤
危
険
空
家
等
除
却
補
助
金
の
創
設
（
１

５
０
万
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
道
路
へ
の
倒
壊
等
危
険
が
及
ぶ
可
能
性

が
高
い
空
き
家
の
除
却
を
所
有
者
に
促
す

た
め
、
除
却
に
要
し
た
費
用
の
一
部
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

⑥
災
害
時
停
電
・
浸
水
対
策
事
業
（
１
６

６
０
万
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
岐
阜
羽
島
駅
周
辺
等
の
市
街
地
を
通
る

用
排
水
路
の
水
門
を
常
時
開
放
す
る
た
め
、

①
新
庁
舎
建
設
（
12
億
９
４
９
７
万
円
）

　
市
政
の
重
要
課
題
で
あ
る
新
庁
舎
建
設

事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
実
施
設
計
の

策
定
、
契
約
の
締
結
を
経
て
、
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
度
も
引
き
続
き
新
庁
舎
の
建
設
工

事
を
進
め
ま
す
。
今
後
は
土
工
事
、
基
礎

工
事
、
免
震
工
事
を
順
次
実
施
し
、
10
月

か
ら
は
鉄
骨
工
事
、
外
装
工
事
、
内
装
工

事
に
着
手
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
新
庁
舎
は
令
和
３
年
７
月
に
竣

工
、
同
年
11
月
の
開
庁
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
（
５
億

６
７
０
５
万
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
は
開
館
後
20

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
計
画
的
な
修

繕
・
改
修
が
必
要
で
す
。
施
設
の
長
寿
命

化
を
目
的
と
し
て
、
順
次
設
備
更
新
等
を

行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
月
か
ら
部
分
休
館
、
12
月
か
ら
は
全

館
休
館
と
し
、
大
・
小
ホ
ー
ル
等
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
補
強
・
落
下
防
止
措
置
工

事
や
照
明
設
備
の
更
新
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
、

館
内
の
火
災
報
知
設
備
の
更
新
等
を
行
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
設
備
更
新
等
を
経
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
は
令
和
３
年
４
月
17
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
小
学
校
水
泳
事
業
の
民
間
委
託
（
３
０

４
万
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
、
各
々
の
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
大
規
模
な
修
繕
・
建
替
費
用

①現庁舎の南側に建設する新庁舎イメージ
②在日スリランカ大使館公使と交流する竹鼻中学校の生徒
③活発な議論が行われた事業仕分け

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

庁
舎
建
設
な
ど
重
要
課
題
に
対
応

　
今
年
度
に
行
う
事
業
の
中
か
ら
、
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
と
し
て

９
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①①

②②③③

農
水
管
を
布
設
し
農
地
へ
同
管
に
よ
る
配

水
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
水
門
の
電
動
化
に
よ
る
浸
水
抑

制
、
非
常
用
発
電
機
の
購
入
、
指
定
避
難

所
へ
の
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
等
の
災
害

用
備
品
を
購
入
す
る
と
と
も
に
、
防
災
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
へ
の
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
い
、
災
害
発
生
時
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
制
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

⑦
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
利
活
用
型
広
報
（
２
０
９
万
円
）
　
　

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
利
用
率
が
高
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
セ
グ
メ

ン
ト
配
信
（
利
用
者
が
関
心
事
項
を
事
前

選
択
し
て
該
当
す
る
事
項
の
み
を
受
信
で

き
る
機
能
）
を
活
用
し
た
新
た
な
情
報
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑧
は
し
ま
自
分
ご
と
共
創
事
業
の
発
足
（
２

４
４
万
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
行
政
課
題
を
市
民
自
ら
「
自
分
ご
と
」

と
捉
え
て
も
ら
い
、
市
民
が
主
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
３
年
間

実
施
し
た
事
業
仕
分
け
を
発
展
的
に
見
直

し
、
施
策
・
事
業
の
点
検
や
立
案
を
実
施

す
る
市
民
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
　
　

⑨
業
務
プ
ロ
セ
ス
見
直
し
を
通
じ
た
会
計

処
理
軽
減
（
２
２
７
万
円
）
　
　
　
　
　

　
公
共
料
金
の
支
払
い
な
ど
、
複
数
の
部

署
に
対
し
て
請
求
が
あ
る
同
一
の
伝
票
処

理
の
集
約
化
や
、
打
電
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
し
た
う
え
で
口
座
振
替
案
内
書
を
原

則
廃
止
と
す
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
市
役
所
業
務
の

効
率
化
や
省
力
化
を
推
進
し
ま
す
。
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市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有

し
て
意
見
交
換
を
行
う
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
、
今
年
度
も
各
会
場

で
開
催
し
ま
す
。
昨
年
度
は
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
全
36

回
実
施
し
、
計
９
２
１
人
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
今
年
度
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
も
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
く
た
め
、
不
二
羽

島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
休
日
開
催

を
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、
次
の

３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市
職
員
が

現
状
や
課
題
等
を
説
明
し
た
後
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
交
通
安
全
や
防
犯
対
策
の
情
報

を
共
有
し
、
行
政
と
地
域
が
お
互

い
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
家
庭

系
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て
、
制
度

の
目
的
、
仕
組
み
等
を
説
明
し
、

有
料
化
の
実
施
に
向
け
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
市
内
の
伝
統
文
化
や
民
俗
芸
能

等
の
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
共
通
の
課
題
で

あ
る
後
継
者
育
成
を
テ
ー
マ
と
し

て
今
後
の
保
存
・
継
承
の
あ
り
方

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
開
催
時
間
は
、
１
回
に
つ
き
１

時
間
か
ら
１
時
間
30
分
程
度
と
し
、

協
議
す
る
テ
ー
マ
は
１
回
に
つ
き

１
つ
と
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

※
各
回
の
詳
細
は
、
今
後
の
広
報

は
し
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
協
働
課
（
内

線
２
３
１
２
）
　
　
　
　
　
　
　

第1回タウンミーティングの開催日程

不二羽島文化センター

足近コミュニティセンター

竹鼻コミュニティセンター

小熊コミュニティセンター

正木コミュニティセンター

資源物ストックヤード（堀津町）

江吉良コミュニティセンター

上中コミュニティセンター 

はしまコミュニティセンター（下中町）

桑原コミュニティセンター 

竹鼻南コミュニティセンター 

福寿コミュニティセンター

開　催　場　所 時　間期　日

５月30日（土）

５月11日（月）

５月12日（火）

５月14日（木）

５月15日（金）

５月18日（月）

５月19日（火）

５月21日（木）

５月22日（金）

５月25日（月）

５月26日（火）

５月28日（木）

19：00

　～20：30

10：00

～11：30

役員の負担を軽減・単位PTA事業を活発化

PTA連合会が活動内容の改革を定めました

令和２年度以降の活動方針

　市ＰＴＡ連合会の活動や事業をスリム

化して実効的なものにするとともに、

役員の負担軽減を図って各校の単位

ＰＴＡの事業に専念できるよう、次の

とおり組織の改革が行われました。

　今後は、コミュニティ・スクールと

協働し、単位ＰＴＡの事業をより活発化

させるために活動が展開されます。

　なお、令和3年度の東海北陸PTA

研究大会岐阜大会は引き続き令和元年

度の単位PTA会長が準備を行います。

問い合わせ先　生涯学習課☎（393）4672

５
月
開
催

７
月
開
催

9
月
開
催

人
に
や
さ
し
い
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

家
庭
系
ご
み
の
有
料
化

文
化
振
興
の
あ
り
方

昨
年
度
か
ら
の
変
更
点

市PTA連合会が同会長会、同
理事会、同代議員会を開催

市PTA連合会が定期大会や
講演会等を開催

県PTA連合会の定期大会や
研究大会等の参加を役員に依頼

県PTA連合会の負担金（児童
生徒1人あたり140円）、
市PTA連合会の負担金（児童
生徒1人あたり50円）を徴収

4つの常置委員会（校外生活
指導・健康安全・広報・家庭
教育）が研修会等を開催

市PTA連合会の名前を残し、同会長会、代議員会を引き
続き開催するが、理事会を廃止する。

役員への参加依頼を行わず、すべてのPTA会員に公募
し参加を募る。参加人数は県PTA連合会の割り当て
の範囲内とし、参加費等の支給は市PTA連合会の
運営経費の範囲内とする。

定期大会や講演会等を開催しない。

県PTA連合会の負担金のみ徴収し、市PTA連合会の
負担金は徴収しない。

市PTA連合会の運営には、県PTA連合会からの助成
金を充て、市からの補助金は廃止する。

4つの常置委員会を廃止し、研修会等も開催しない。

主な改革事項
現　　　状 変　　更　　後

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

市PTA連合会の運営に市から
の補助金・県PTA連合会助
成金を充てる

①
市
民
病
院
へ
の
補
て
ん
削
減
　

【
効
果
額
　
０
・
５
億
円
】
　
　

　
一
般
会
計
（
市
役
所
）
か
ら
病

院
事
業
会
計
（
市
民
病
院
）
へ
の

予
算
の
繰
出
額
を
見
直
し
ま
す
。

昨
年
度
予
算
で
は
７
・
５
億
円
を

繰
り
出
し
ま
し
た
が
、
市
民
病
院

の
経
営
状
況
を
考
慮
し
、
令
和
２

年
度
は
昨
年
度
か
ら
５
０
０
０
万

円
減
の
７
億
円
を
繰
り
出
し
ま
す
。

②
事
務
事
業
の
見
直
し
　
　
　
　

【
効
果
額
　
７
・
１
億
円
】
　
　

　
市
民
生
活
へ
の
「
影
響
度
」
や
、

「
緊
急
度
」
「
費
用
対
効
果
」
「
実

施
主
体
で
あ
る
妥
当
性
」
の
視
点

で
事
務
事
業
を
精
査
し
ま
す
。
　

　
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
比
較

衡
量
、
経
済
的
効
果
等
が
継
続
的

で
な
い
事
業
、
業
務
フ
ロ
ー
の
再

構
築
を
通
じ
た
事
務
事
業
、
財
政

措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の
活
用

の
基
準
に
よ
り
、
事
務
事
業
を
「
見

直
し
・
削
減
・
廃
止
」
し
ま
す
。

③
補
助
金
・
交
付
金
の
見
直
し
　

【
効
果
額
　
０
・
３
億
円
】
　
　

　
補
助
金
・
交
付
金
の
創
設
時
期
、

そ
の
性
質
、
終
期
の
有
無
を
鑑
み
、

各
種
補
助
金
・
交
付
金
の
廃
止
・

見
直
し
・
継
続
を
判
断
し
ま
す
。

④
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の
整

理
・
合
理
化
　
　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
、
個
別
施
設
の
課
題
等
を

整
理
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
末
に

は
各
個
別
計
画
を
加
味
し
た
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
改
定
し
、

将
来
の
維
持
管
理
・
更
新
費
用
を

低
減
さ
せ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

①
家
庭
系
可
燃
・
不
燃
ご
み
等
の

処
理
費
用
の
適
正
化
　
　
　
　
　

　
令
和
３
年
10
月
を
目
途
と
し
、

家
庭
ご
み
有
料
化
に
向
け
て
住
民

意
見
交
換
会
や
環
境
審
議
会
、
条

例
改
正
等
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

②
下
水
道
使
用
料
の
適
正
水
準
の

確
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
３
年
度
以
降
を
目
途
と
し
、

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
に
向
け

て
住
民
説
明
会
や
事
業
経
営
審
議

会
等
の
準
備
を
進
め
ま
す
。
　
　

③
施
設
使
用
料
の
減
免
措
置
廃
止
、

使
用
料
適
正
化
に
向
け
た
検
討
・

改
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
３
年
４
月
を
目
途
と
し
、

市
内
公
共
施
設
の
減
免
措
置
の
廃

止
・
見
直
し
に
向
け
た
案
の
検
討

や
、
指
定
管
理
者
へ
の
説
明
、
規

定
の
改
正
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
同
減
免
措
置
の
廃
止
・
見
直
し

後
は
、
施
設
使
用
料
等
の
適
正
化

に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。
　

①
一
般
職
員
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
人
員
削
減
　
　
　
　
　
　
　

　
事
務
事
業
の
見
直
し
等
に
よ
る

省
力
化
を
反
映
し
た
新
た
な
定
員

適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的

な
職
員
採
用
を
実
施
し
ま
す
。
　

②
市
全
体
で
給
料
・
期
末
勤
勉
手

当
等
の
削
減
　
　
　
　
　
　
　
　

【
効
果
額
　
１
・
２
億
円
】
　
　

　
役
職
別
・
給
料
表
ご
と
に
給
料

月
額
の
減
額
割
合
を
設
定
し
、
部

長
・
課
長
は
５
・
０
％
、
課
長
補

佐
か
ら
主
査
は
３
・
２
％
、
主
任
・

主
事
は
２
・
２
％
の
減
額
を
実
施

し
ま
す
。
今
後
は
１
年
ご
と
で
の

効
果
検
証
も
行
い
、
継
続
の
可
否

を
判
断
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
建
設
地
方
債
発
行
額
の
割
合
は
、

平
成
26
年
か
ら
30
年
ま
で
の
地
方

債
発
行
額
で
平
均
６
・
８
億
円
、

歳
入
予
算
に
占
め
る
割
合
は
平
均

３
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
新
庁
舎
建
設
事
業
を
除
き
、

平
均
３
％
以
内
を
堅
持
し
て
地
方

債
残
高
を
圧
縮
さ
せ
ま
す
。
　
　

実際の決算数値 予想した推計値実際の決算数値 予想した推計値

事務事業の積上げ
による推計値

「安定化対策」実施後
の推計値

市の貯金が令和3年度にマイナスに転じる可能性がある市の貯金は令和6年度で13.4億円を確保する見込み

【安定化対策を実施した場合】 【安定化対策を実施しない場合】

財政調整基金（市の貯金）の推計値

　現在、市の貯金である財政調整基金の残高は約30億円確保されていますが、今後残高が減少し、マイナスに

転じる恐れがあります。早期に財政安定化を図ることを目的として、今年度から財政の「安定化対策」を順次実施

します。このページでは、当初予算におけるその効果額をお知らせします。

問い合わせ先　財務課（内線 2 3 8 2 ）

財政の「安定化対策」－新年度予算における効果額を検証－

財
政
調
整
基
金
残
高
の
一
定

水
準
確
保
に
向
け
た
歳
出
削
減

対
策
①

受
益
者
負
担
の
適
正
化

対
策
②

職
員
給
料
・
手
当
等
の
削
減

対
策
③

建
設
地
方
債
発
行
額
の
抑
制

対
策
④
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急
な
病
気
や
病
み
上
が
り
の
状

態
で
保
育
園
・
学
校
等
で
の
集
団

生
活
が
難
し
く
、
家
庭
で
保
育
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

病
児
保
育
室
を
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
者
　
当
面
の
症
状
の
急
変
が

認
め
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
回
復
期

に
あ
る
市
内
在
住
の
７
カ
月
か
ら

小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も
　
　
　
　
　
　
　

実
施
施
設
　
左
表
の
と
お
り
　
　

※
各
施
設
と
も
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
利
用
を
希
望
す
る
施
設
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
　
「
病
児
保
育
室
か
み
な

り
く
ん
」
を
利
用
す
る
場
合
、
子

ど
も
１
人
当
た
り
１
日
２
０
０
０

円
（
兄
弟
で
同
日
利
用
の
場
合
は
、

２
人
目
の
利
用
料
が
半
額
）
　
　

※
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
・
多
子
世
帯
（
18
歳
未
満

の
子
を
３
人
以
上
扶
養
）
は
利
用

料
金
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
事
前

登
録
時
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
施
設
の
利
用
料
は
、
各
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人
と

援
助
を
受
け
た
い
人
が
会
員
と
し

て
登
録
し
、
子
育
て
の
相
互
援
助

を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
　
生
後
２
カ
月
か
ら
　
　

※
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
　
　

援
助
内
容
　
保
育
園
等
や
放
課
後

児
童
教
室
の
送
迎
、
時
間
外
の
預

か
り
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
料
　
左
表
の
と
お
り
　
　
　

登
録
・
予
約
先
　
は
し
ま
広
域
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
（
３
９
１
）
１
２
２
８
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
・
健
幸

課
（
内
線
２
５
２
２
）
　
　
　
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
通
学
定
期

券
購
入
額
の
３
分
の
１
を
補
助
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
　
市
内
在
住
で
高
等
学
校

ま
た
は
高
等
学
校
と
同
等
の
課
程

に
就
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
　
　

申
請
方
法
　
定
期
券
購
入
後
に
申

請
書
を
提
出
　
　
　
　
　
　
　
　

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

人
な
ど
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
無
料
で
乗
車
で
き
る
乗
車

証
を
交
付
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
市
内
在
住

者
で
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
人
、
ま
た
は
運
転
免
許
証
の

有
効
期
限
後
に
更
新
し
て
い
な
い

人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
方
法
　
返
納
後
ま
た
は
免
許

失
効
後
６
カ
月
以
内
に
、
更
新
切

れ
の
運
転
免
許
証
、
取
消
通
知
書

ま
た
は
運
転
経
歴
証
明
書
を
持
っ

て
申
請
　
　
　
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
積
極
的
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
利
用
し
て
買
い
物
や
お
出

掛
け
を
す
る
団
体
に
、
片
道
分
の

回
数
券
（
人
数
分
・
年
度
内
１
回

ま
で
）
を
交
付
し
ま
す
。
　
　
　

対
象
団
体
　
お
お
む
ね
10
人
以
上

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
関
す

る
出
前
講
座
を
受
講
し
た
団
体
　

※
出
前
講
座
の
受
講
な
ど
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
岐
阜

羽
島
駅
を
起
点
・
終
点
と
す
る
名

阪
近
鉄
バ
ス
羽
島
線
に
乗
り
継
い

だ
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車

内
に
あ
る
乗
継
券
を
１
０
０
円
の

金
券
と
し
て
、
名
阪
近
鉄
バ
ス
羽

島
線
の
運
賃
に
使
用
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
交

通
安
全
課
（
内
線
２
１
５
３
）
　

058-271-4424

0584-55-0416

0575-22-0012

0575-22-2211

0584-82-1155

058-214-7077

058-255-1221

058-215-0101

058-241-3311

058-238-8555

058-394-0112羽島市正木町坂丸2-95
病児保育室
かみなりくん

病児・病後児保育実施施設

ファミリー・サポート・センター利用料金

※利用日の2日前までに予約してください。

施　設　名

利用日 利用時間 利用料金（1時間当たり）

住　　所 電話番号

小牧内科クリニック
ピノキオ

矢嶋小児科うりぼう

児玉レディスクリニック
ピーカブー

中濃厚生病院　病児・
病後児保育室はもみん

関中央病院
くるみ保育所

岐阜市安食1228福富病院すずらん

河村病院クララ

山田病院ミッキー

こまの認定こども園

岐南さくら保育園

平日

午前9時～午後5時 700円

800円

800円

900円

上記以外の時間帯

上記以外の時間帯

午前9時～午後5時

土日

岐阜市芥見大般若1-84

岐阜市昭和町2-11

岐阜市寺田7-86

岐阜市日野南7-10-7

大垣市高砂町1-31

関市若草通5-1

関市平成通2-6-18

海津市南濃町駒野467

岐南町みやまち4-96

育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

病
児
・
病
後
児
保
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

通学定期券の

　　購入補助を開始

通学定期券の

　　購入補助を開始

通学定期券の

　　購入補助を開始

運
転
免
許
証
返
納
者
は

12
カ
月
間
乗
車
無
料
に

名
阪
近
鉄
バ
ス
へ
の

乗
り
継
ぎ
特
典

買
い
物
等
で

バ
ス
を
利
用
す
る
団
体
へ

回
数
券
を
交
付

高
校
生
通
学

　
　
定
期
券
購
入
補
助

コミバスを身近に

近
隣
自
治
体
と
連
携

次
代
の
人
材
の
育
成
　
　
　
　
　

幼
児
と
触
れ
合
う
機
会
等
子
育
て

に
関
わ
る
意
識
を
醸
成
　
　
　
　

情
報
教
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　

科
学
技
術
・
情
報
技
術
等
に
対
す

る
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
教
育
　

児
童
生
徒
へ
の
相
談
・
支
援
事
業

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
等
に
よ

る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
　
　

教
育
環
境
の
充
実
　
　
　
　
　
　

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
備
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推

進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
と
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
を
推
進
　
　

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
　
　
　
　

障
が
い
者
の
雇
用
確
保
に
向
け
た

合
同
企
業
説
明
会
等
を
開
催
　
　

若
者
の
就
労
支
援
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

を
行
う
市
内
企
業
を
支
援
　
　
　

子
育
て
支
援
企
業
認
証
・
表
彰
制

度
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
業
員
に
対
す
る
家
庭
と
仕
事
の

両
立
支
援
等
を
行
う
企
業
を
「
子

育
て
支
援
企
業
」
と
し
て
認
証
　

市
と
つ
な
が
り
の
あ
る
人
材
創
出

市
出
身
者
等
に
地
域
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
　

活
動
拠
点
の
整
備
　
　
　
　
　
　

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
拠
点
の

整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
分
ご
と
会
議
の
実
施
　
　
　
　

行
政
課
題
を
市
民
が
自
分
ご
と
と

し
て
捉
え
、
解
決
方
策
等
を
協
議
・

検
討
す
る
市
民
会
議
を
開
催
　
　

虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
自
殺
防
止
対
策
の

推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
等

へ
の
虐
待
等
の
予
防
対
策
と
被
害

者
支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
利
擁
護
に
関
す
る
取
り
組
み
の

推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
年
被
後
見
人
制
度
の
利
用
を
促

進
す
る
中
核
機
関
を
立
ち
上
げ
　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
事
業
　
　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
教
室
等
を
開
催
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
の
推
進
　
　
　
　
　

生
活
習
慣
病
予
防
等
の
教
室
を
実

施
、
地
域
で
健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
担
い
手
を
育
成
、
健
幸
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
よ
り
市
民
の
健
康
寿

命
延
伸
に
資
す
る
活
動
を
促
進
　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
及
び
特
定

保
健
指
導
の
実
施
促
進
　
　
　
　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
向
上
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め

の
取
り
組
み
を
支
援
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
安
全
の
確
保
　
　
　
　

子
ど
も
の
虐
待
や
家
庭
内
暴
力
等

を
予
防
・
早
期
発
見
　
　
　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・

推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
介
護
予
防

活
動
へ
の
関
わ
り
を
深
化
　
　
　

市
特
産
品
の
育
成
　
　
　
　
　
　

特
産
品
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
農

産
物
の
試
験
栽
培
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
交
付
　
　
　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
　
　
　
　

情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し
た
農

業
に
必
要
と
な
る
機
械
・
施
設
等

の
導
入
経
費
の
一
部
を
助
成
　
　

生
産
性
向
上
支
援
　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
支
援
　

新
た
な
企
業
立
地
可
能
用
地
の
創

出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
地
利
用
の
調
整
、
道
路
等
の
基

盤
整
備
を
推
進
　
　
　
　
　
　
　

防
災
拠
点
の
強
化
　
　
　
　
　
　

防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
の
建
設

を
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の

推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
お
よ
び

組
合
構
成
市
町
と
連
携
　
　
　
　

都
市
計
画
道
路
本
田
加
賀
野
井
線

の
整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
仮
称
）
新
濃
尾
大
橋
の
架
橋
事

業
と
合
わ
せ
て
本
田
加
賀
野
井
線

の
整
備
を
推
進
　
　
　
　
　
　
　

橋
梁
の
長
寿
命
化
　
　
　
　
　
　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
橋
梁
の
点
検
、
補

修
・
修
繕
工
事
を
推
進
　
　
　
　

管
路
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　

上
水
道
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
工

事
を
計
画
的
に
実
施
　
　
　
　
　

公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
の

推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
個
別
施
設
計
画
の
内
容
を
踏
ま

え
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

へ
の
改
訂
を
実
施
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
総
合
政
策
課
（
内

線
２
３
４
５
）
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
成
長
・

活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

戦
略
１

い
き
い
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

戦
略
２

次
代
に
つ
な
が
る
産
業
・

基
盤
づ
く
り

戦
略
３

　SDGsとは　国連サミットで採択された平成28年か
ら令和12年までの長期的な開発の指針として採択され
た「持続可能な開発目標」であり、先進国を含む国際
社会共通の目標です。下のアイコンのとおり、17の
ゴールが設定されています。

　人口減少等が進む中、持続可能なまちづくりを推進
するため、SDGsの視点を踏まえた令和2年度から令和
6年度までを計画期間とする「第六次総合計画後期実
施計画」を策定しました。同計画の「まちづくり重点
戦略」に掲げる事業内容を紹介します。

第六次総合計画　後期実施計画を策定
持続可能な開発目標「SDGs」を推進



Vol.13　スリランカの初代大統領
東京五輪まで3カ月

　

ジ
ュ
ニ
ウ
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ャ
ヤ

ワ
ル
ダ
ナ
氏
が
、
１
９
５
１
年
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
「
セ

イ
ロ
ン
（
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
）
は
日
本

の
独
立
・
自
由
を
支
持
す
る
。
日
本
に
経

済
上
・
軍
事
上
何
ら
制
限
が
な
い
こ
と
は
、

ア
ジ
ア
の
将
来
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で

あ
る
」
「
憎
し
み
は
憎
し
み
に
よ
っ
て
消

え
去
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
慈
悲
に
よ

っ
て
の
み
消
え
去
る
も
の
で
あ
る
」
と
演

説
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
本
に
対
す
る
寛
容
と
慈
悲
を
呼
び
掛

け
、
賠
償
請
求
権
の
放
棄
を
宣
言
。
こ
の

勇
気
あ
る
演
説
が
、
日
本
の
戦
後
復
興
の

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏
は
、
自
分

の
愛
し
た
両
国
を
い
つ
ま
で
も
観
て
い
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
自
身
の
目
の
角
膜

の
う
ち
１
つ
を
ス
リ
ラ
ン
カ
人
に
、
も
う

１
つ
を
日
本
人
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
遺
言
を
残
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

日
本
で
は
、
１
９
９
９
年
に
群
馬
県
の

女
性
に
角
膜
が
移
植
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

古
く
か
ら
友
好
関
係
を
築
い
て
き
た
日

本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
。
羽
島
市
は
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

市新型コロナウイルス肺炎対策本部会議

ジャヤワルダナ氏

市内小中学校にAEDを設置
日本赤十字社羽島市地区から受贈

新型コロナウイルス感染症 拡大防止の対応
イベント自粛、施設利用停止など

　皆さんが日本赤十字社の活動に賛同して寄付された会費
等をもとに、日本赤十字社羽島市地区からAED17台と
訓練用AED2台の寄贈を受けました。　　　　　　　　　
　AED17台は古くなったAEDと交換設置し、施設内のほ
か近隣での有事の際に使用します。今回設置された施設は、
市内の小・中・義務教育学校、西部幼稚園、老人福祉セン
ター、市民会館です。
　訓練用のAEDは、市内の教員らが現場で正しい対応が
できるよう、訓練を行うために使用します。

　国内外で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の拡大
を受け、市では新型コロナウイルス肺炎対策本部会議を開
催しています。同会議では、感染症の拡大防止策を検討し
ており、これまでにイベントの自粛・市有施設の利用停止
等の措置を講じました。
　また国の要請を受け、市立西部幼稚園、市内小・中・義
務教育学校を3月3日から26日まで休校。卒園式・卒業式
は規模を縮小して実施しました。
　その他、各種手続き関係では、市・県民税の申告期限を
4月16日まで延長したり、転入・転居届の届け出期間を経
過した人についても、正当な理由があった場合に準じて受
け付けをしたりしています。
　引き続き、新型コロナウイルスに関する状況を注視し、
適切に対処します。
【今月以降に開催予定であった次の行事を中止】
　・背割堤さくらまつり　　　（3月28日～4月5日）
　・美濃竹鼻ふじまつり　　　（4月18日～5月4日）
　・東海ふじ三昧バスツアー　（4月28日・29日）
　・竹鼻まつり　　　　　　　（5月3日）

　イベントの開催・延期・中止情報や、市
有施設の利用停止等の最新情報については、
決定次第、市ホームページでお知らせしま
す。

寄贈されたAEDを設置する学校担当者

市・県民税の申告会場（市役所情報・防災庁舎）

昨年4月1日から11月15日までの期間で、「#羽島の魅力2019」のハッシュタグを活用したフォトコンテストを開催。
900点以上の応募があり、審査の結果、次の4作品を市長賞、14作品を優秀賞に選定しました。

たくさんのご応募ありがとうございました。

優秀賞

市長賞

羽島市公式インスタグラムフォトコンテスト

結果発表

『君と高い高いができなくなるまで』　@hal0417

『夕暮れのひまわりと少女』 @marikuphotography

『あしたへジャンプ』　@licca.pic

@marikuphotography@marikuphotography @ganco5050

『甘い香りに誘われて』　@stickybug511

@y.108880 @marikuphotography @shi_jp_k

@hirohiro_415 @licca.pic @rum0923 @miwatakeshima @fuki_1018_photo @riemi4760 @fcmasamasa @rum0923

#羽島の魅力2019　　　
全ての応募作品はこちら

新型コロナウイルスに
関するお知らせ
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市
で
は
、
集
団
検
診
と
個
別
検
診
の
２

種
類
の
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
集
団

検
診
の
詳
細
は
、
５
月
以
降
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
個
別
検

診
は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
　
　
　

対
象
者
　
50
歳
以
上
の
人
　
　
　
　
　
　

検
診
料
　
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

検
査
方
法
　
内
視
鏡
検
査
　
　
　
　
　
　

対
象
者
　
40
歳
以
上
の
人
　
　
　
　
　
　

検
診
料
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

検
査
方
法
　
便
潜
血
検
査
　
　
　
　
　
　

対
象
者
　
過
去
に
同
ワ
ク
チ
ン
を
未
接
種

で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
　

①
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
65
歳
、
70

対
象
者
　
20
歳
以
上
の
女
性
　
　
　
　
　

※
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
５
月
下
旬
ご
ろ
配

布
予
定
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
か

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

検
診
料
　
頸
部
１
１
０
０
円
、
頸
部
体
部

１
７
０
０
円
※
体
部
は
必
要
な
場
合
の
み

検
査
方
法
　
細
胞
診
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
の
年
齢
の
人
　
　
　
　
　
　
　

②
接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人
で
、
心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
に
重
い

病
気
の
あ
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
対
象
者
①
の
う
ち
、
未
接
種
の
人
に
は

案
内
文
書
と
予
診
票
を
送
付
済
み
　
　
　

接
種
料
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

受
診
・
接
種
方
法
　
受
診
・
接
種
日
時
を

　
特
定
・
一
般
不
妊
治

療
に
対
し
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
　

対
象
者
　
次
の
二
つ
の

条
件
を
満
た
す
人
　
　

①
治
療
開
始
時
の
妻
の

年
齢
が
43
歳
未
満
で
、

法
律
上
婚
姻
し
て
い
る

夫
婦
　
　
　
　
　
　
　

②
夫
婦
の
前
年
（
１
月

〜
５
月
の
申
請
に
つ
い

て
は
前
々
年
）
の
所
得

合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

特
定
不
妊
治
療
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
治
療
　
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

（
第
三
者
か
ら
の
精
子
・
卵
子
･
胚
の
提

供
、
代
理
母
、
借
り
腹
は
対
象
外
）
　
　

※
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
が
申
請
日
の

１
年
以
上
前
か
ら
引
き
続
き
市
内
で
住
民

登
録
を
し
て
お
り
、
県
の
指
定
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
に
限
る
　
　
　

助
成
額
　
対
象
と
な
る
治
療
費
（
年
度
当

た
り
上
限
10
万
円
、
通
算
３
年
ま
で
）
　

申
請
期
間
　
治
療
終
了
日
か
ら
３
カ
月
以

内
で
、
治
療
終
了
日
の
同
一
年
度
内
　
　

一
般
不
妊
治
療
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
治
療
　
人
工
授
精
　
　
　
　
　
　
　

※
産
科
・
婦
人
科
・
産
婦
人
科
・
泌
尿
器

科
・
皮
膚
泌
尿
器
科
の
い
ず
れ
か
で
治
療

を
受
け
て
い
る
人
に
限
る
　
　
　
　
　
　

助
成
額
　
対
象
と
な
る
治
療
費
の
２
分
の

１
（
年
度
当
た
り
上
限
５
万
円
、
連
続
２

年
ま
で
）

申
請
期
間
　
令
和
３
年
３
月
31
日
（水）
ま
で

左
表
の
実
施
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の

上
、
保
険
証
等
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
が
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
す
る
　
　

受
診
・
接
種
期
限
　
が
ん
検
診
は
令
和
３

年
２
月
27
日
（土）
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
令
和
３
年
３
月
31
日
（水）
　
　
　
　
　

そ
の
他
　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
年
度
内
に
個
別
検
診
も
し
く
は

集
団
検
診
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
受
診
可
能

問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
・
５
３
０
４
）
　
　
　
　
　

胃
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

注
意
事
項

がん検診・肺炎球菌ワクチン接種の実施医療機関

小田内科

加地内科

さの内科クリニック

丹菊整形外科

陳産婦人科

岩佐医院

いわたクリニック

田中整形外科

不破医院

河村医院

ながき内科クリニック

あさこうクリニック

浅野内科こどもクリニック

青山内科

大島内科クリニック

河合胃腸科クリニック

長良川クリニック

羽島皮膚科・内科

丸の内クリニック

渡邉医院

花林レディースクリニック

いのうえ整形外科

山田医院

小川医院

黒田医院

392-1225

392-6688

391-8802

391-1411

391-4188

392-8888

394-3017

391-8555

391-2238

392-2281

393-0077

391-1133

393-2811

392-3821

391-0707

392-5118

392-2525

392-1226

393-0765

392-2223

393-1122

394-1355

392-2313

398-3211

398-8201

－

経口・経鼻

－

－

－

－

－

－

経口

経口・経鼻

経口・経鼻

経口・経鼻

経鼻

－

－

経口

－

経鼻

経鼻

経鼻

経口

－

－

－

－桑原町

下中町

上中町

江吉良町

竹鼻町

福寿町

舟橋町

正木町

小熊町

足近町

電話番号医療機関名所在地 胃がん
検診

○

○

○

－

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

大腸がん
検診

－

－

－

－

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○

－

－

－

－

子宮がん
検診

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

肺炎球菌
ワクチン

が
ん
検
診
・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

不妊治療をサポート
■申請・問い合わせ先
　　　　子育て・健幸課（内線5303）

　
在
宅
で
高
齢
者
等
を
介
護
し
て

い
る
市
内
の
家
族
に
対
し
て
、
そ

の
介
護
に
必
要
な
介
護
用
品
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
①
介
護
保
険
に
よ
る
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
た
人

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人
（
民

生
委
員
の
使
用
証
明
が
必
要
）
　

※
入
院
中
の
人
、
施
設
入
所
の
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

要
件
　
前
年
度
に
お
け
る
市
民
税

所
得
割
の
課
税
額
が
６
万
円
未
満

の
世
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
対
象
と
な
る
主
な
品
目
　
紙

お
む
つ
、
防
水
シ
ー
ト
、
消
臭
剤
、

ゴ
ム
手
袋
、
寝
間
着
、
消
毒
液
な

ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
額
　
１
カ
月
当
た
り
１
８
０

０
円
（
月
数
分
の
助
成
券
を
４
月

と
10
月
に
交
付
）
　
　
　
　
　
　

※
助
成
券
が
使
用
で
き
る
の
は
、

市
内
の
介
護
用
品
購
入
助
成
事
業

協
力
店
に
限
り
ま
す
。
　
　
　
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
高

齢
福
祉
課
（
内
線
２
５
５
２
）
　

　
狂
犬
病
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
飼
い
主
に

イ
ヌ
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
登
録
は
、
生
後
91
日
以
上

の
全
て
の
イ
ヌ
が
対
象
で
す
。
違

反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　

　
市
で
は
イ
ヌ
の
新
規
登
録
と
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
を
左
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
登
録
済
み
の

イ
ヌ
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
送
付

し
た
は
が
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
死
亡
し
た
イ
ヌ
の
は
が
き
が
届

い
た
り
、
イ
ヌ
の
所
在
地
が
変
わ
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
生
活
環
境
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

※
会
場
へ
は
イ
ヌ
の
状
態
が
分
か

る
人
、
イ
ヌ
を
押
さ
え
ら
れ
る
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
　
　

※
会
場
で
の
ふ
ん
は
必
ず
飼
い
主

が
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

注
射
料
金
・
注
射
済
票
交
付
手
数

料
　
１
匹
に
つ
き
３
２
０
０
円
（
新

規
登
録
の
場
合
は
別
途
３
０
０
０

円
が
必
要
）
　
　
　
　
　
　
　
　

※
お
釣
り
が
必
要
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

※
転
入
者
は
、
前
住
所
地
で
の
鑑

札
ま
た
は
注
射
済
票
を
お
持
ち
の

上
、
必
ず
生
活
環
境
課
で
事
前
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
　

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
（
内

線
２
１
２
２
）
　
　
　
　
　
　
　

　
市
で
は
、
効
率
的
・
効
果
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
、
４
月
か
ら

行
政
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　

〇
水
道
部
が
上
下
水
道
部
に
　
　

　
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計

へ
の
移
行
に
伴
い
、
水
道
部
を
上

下
水
道
部
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　
上
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
水
道
課
と
下
水
道
課
を
経
理

部
門
と
工
事
部
門
に
再
編
し
、「
経

営
課
」
と
「
工
務
課
」
と
し
ま
し

た
。
経
営
課
に
「
総
務
経
理
係
」

「
料
金
係
」
、
工
務
課
に
「
上
水

道
係
」
「
下
水
道
係
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
区
画
整
理
課
を
廃
止
　
　
　
　

　
駅
北
本
郷
土
地
区
画
整
理
事
業

（
市
施
行
）
の
換
地
処
分
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
区
画
整
理
課
を
廃

止
し
、
都
市
計
画
課
内
に
「
区
画

整
理
係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
　

問
い
合
わ
せ
先
　
職
員
課
（
内
線

２
３
７
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　

狂犬病予防集合注射日程

堀津コミュニティセンター

福寿コミュニティセンター

桑原コミュニティセンター

下中コミュニティセンター

上中コミュニティセンター

竹鼻南コミュニティセンター

竹鼻コミュニティセンター

正木コミュニティセンター

正木町新井公民館

足近コミュニティセンター

小熊コミュニティセンター

図書館

江吉良コミュニティセンター

期日 場　　所 時　間

13：10～14：00

10：00～10：20

10：40～11：00

11：20～11：40

13：10～13：40

10：00～10：20

10：40～11：00

11：20～11：50

13：20～14：00

10：00～10：20

10：40～11：00

11：20～11：40

13：10～13：40

5/13
（水）

5/12
（火）

5/11
（月）

5/8
（金）

介
護
用
品
の
購
入
を
助
成

問い合わせ先　環境事業課（内線2192）

　連休期間中のごみ収集は、

通常どおりに行います。し尿

の汲み取りに関しては、事業

者に直接お問い合わせくださ

い。

連休期間も通常どおり

イヌの登録と
狂犬病予防注射を
イヌの登録と
狂犬病予防注射を
イヌの登録と
狂犬病予防注射を

ごみ収集カレンダー

ごみ収集

行
政
組
織
を

    
一
部
再
編

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上



　
今
年
の
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
、

保
険
料
率
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
全
国
健
康
保
険
協
会
岐

阜
支
部
☎
（
２
５
５
）
５
１
５
５
　
　
　

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今月の休日窓口業務 ４月５日（日）・26日（日）午前９時～午後４時  （市民課・保険年金課・税務課・収納課）

4

　
４
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は

４
月
30
日
（木）
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

税
・
料
の
納
付

国
民
年
金
保
険
料
が
決
定

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
を
発
送

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通

知
書
を
４
月
１
日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
共
同
で
所
有
し
て
い
る
物
件
に
つ
い
て

は
、
共
有
者
が
連
帯
し
て
納
税
の
義
務
を

負
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
共
有
代
表
者

へ
送
付
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
相
続
人
が
連
帯
し
て
納
税
義
務

を
負
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
納
税
通
知
書

は
相
続
人
代
表
者
へ
送
付
し
ま
す
。
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産
税
係
（
内

線
２
２
３
４
・
２
２
３
５
）
　
　
　
　
　

自
治
会
の
側
溝
掃
除
等
に

報
償
金
を
支
給

　
自
治
会
が
行
う
側
溝
掃
除
や
草
刈
り
、

路
肩
補
修
に
対
し
、
報
償
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
各
自
治
委
員
を
通
じ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
は
自
治
会
ご

と
に
年
度
を
通
じ
て
１
回
ま
で
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
土
木
監
理
課
（
内

線
２
１
１
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
水
道
使
用
料

口
座
振
替
不
能
通
知
書
の
廃
止

　
下
水
道
使
用
料
を
口
座
振
替
で
納
付
し

て
い
る
人
へ
、
残
高
不
足
等
の
理
由
で
振

替
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
送
付
し
て
い
た

「
口
座
振
替
不
能
通
知
書
」
を
、
今
年
度

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
等

の
申
し
出

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
つ
い
て
、

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
等
の
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
５
月
29
日
（金）
　
　
　
　
　
　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
（
内
線

２
６
２
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

岐
阜
支
部
の
保
険
料
率

高
齢
者
向
け
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
助
成

　
住
宅
を
高
齢
者
向
け
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
　
　
　

対
象
工
事
　
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
利
便

を
図
る
た
め
、
手
す
り
の
取
り
付
け
、
段

差
の
解
消
な
ど
住
宅
の
設
備
・
構
造
を
改

善
す
る
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

工
事
を
行
う
住
宅
に
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
居
住
し
て
お
り
、
令
和
３
年
３
月
中

旬
ま
で
に
工
事
完
了
届
を
提
出
す
る
こ
と

が
条
件
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
額
　
対
象
工
事
に
要
し
た
費
用
か
ら

他
の
制
度
に
よ
る
助
成
対
象
額
を
控
除
し

た
額
の
３
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額
（
上

限
10
万
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
方
法
　
工
事
着
手
前
に
助
成
交

付
申
請
書
と
必
要
書
類
（
図
面
な
ど
）
を

添
付
し
て
提
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
福
祉

課
（
内
線
２
５
５
２
）
　
　
　
　
　
　
　

飼
い
主
不
明
な
ネ
コ
の

不
妊
手
術
費
用
補
助
を
廃
止

　
飼
い
主
不
明
な
ネ
コ
の
不
妊
手
術
費
用

に
対
す
る
補
助
金
は
、
令
和
元
年
度
を
も
っ

て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
前

年
度
か
ら
１
３
０
円
上
が
り
、
月
額
１
万

６
５
４
０
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

第
１
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
自
営
業
者

や
無
職
の
人
、
学
生
な
ど
と
任
意
加
入
し

て
い
る
人
の
保
険
料
で
す
。
　
　
　
　
　

　
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

　
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
骨
髄
等
を
提
供

し
た
人
（
ド
ナ
ー
）
や
、
ド
ナ
ー
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て
、
次
の
と
お

り
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

助
成
金
額
　
ド
ナ
ー
＝
骨
髄
等
の
提
供
に

よ
る
通
院
・
入
院
１
日
に
つ
き
２
万
円
（
上

限
14
万
円
）
事
業
所
＝
雇
用
す
る
ド
ナ
ー

の
骨
髄
等
の
提
供
に
よ
る
通
院
・
入
院
１

日
に
つ
き
１
万
円
（
上
限
７
万
円
）
　
　

申
請
方
法
　
骨
髄
等
の
採
取
が
完
了
し
、

退
院
し
た
日
の
翌
日
か
ら
３
カ
月
以
内
に

必
要
書
類
を
提
出
す
る
　
　
　
　
　
　
　

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
・
健
幸

課
（
内
線
５
３
０
２
）
　
　
　
　
　
　
　

休
日
の
納
税
相
談

　
市
税
の
納
付
に
つ
い
て
お
困
り
の
人
は
、

収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
仕
事
な
ど

で
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
は
、
毎
月
第

４
日
曜
日
に
開
設
す
る
休
日
窓
口
（
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４
月
は
第
１
日
曜
日
も
開
設
し
ま
す
。
　

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請

　
無
事
故
・
無
違
反
の
年
数
が
５
年
・
10

年
以
上
に
な
る
人
は
、
優
良
運
転
者
の
表

彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
証
明
書
交
付
手
数
料
６
７
０
円

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

申
請
期
間
　
４
月
１
日
〜
５
月
１
日
　
　

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
岐
阜
羽
島
地
区

交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
岐
阜
羽
島
警
察

署
内
）
☎
（
３
８
７
）
５
６
１
５
　
　
　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
が

あ
っ
た
ら
届
け
出
を

　
４
月
は
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
就
職

し
て
会
社
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や
退

職
し
た
と
き
、
転
出
や
転
入
し
た
と
き
な

ど
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
に
異
動
が
あ
っ

国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

年
金
天
引
き
に
よ
る
仮
徴
収

国
民
健
康
保
険
税
の
仮
徴
収
　
　
　
　
　

　
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
が
決
定

す
る
ま
で
の
仮
徴
収
と
し
て
、
４
月
・
６

月
・
８
月
の
老
齢
基
礎
年
金
等
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
税
を
天
引
き
し
ま
す
。
　
　

対
象
者
　
２
月
に
天
引
き
さ
れ
た
人
（
今

年
度
75
歳
に
な
る
人
を
除
く
）
　
　
　
　

徴
収
額
　
毎
回
２
月
天
引
き
額
と
同
額
　

通
知
書
　
４
月
上
旬
に
郵
送
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
国
民
健
康
保
険

税
係
（
内
線
２
２
３
９
）
　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
　
　

　
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
は
、

今
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決

定
さ
れ
る
ま
で
の
仮
徴
収
と
し
て
、
４
月
・

６
月
・
８
月
に
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ

ま
す
。
保
険
料
（
年
額
）
が
決
定
す
る
と
、

仮
徴
収
で
納
付
し
た
金
額
と
の
差
額
が
10

月
以
降
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
７
月
に
保

険
料
額
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
　

①
今
年
の
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
人
＝
２
月
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・
８

月
に
仮
徴
収
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

②
令
和
元
年
６
月
１
日
か
ら
10
月
２
日
ま

で
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
新
た
に
加

入
し
た
人
＝
４
月
に
郵
送
す
る
仮
徴
収
額

決
定
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
仮
徴

収
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
で
、
支
払

い
方
法
を
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
す
る
手
続
き
を
し
た
人
や
、
対
象
と

な
る
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
人
な
ど
は
、
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）
　
　
　
　

（
４
月
振
替
分
）
か
ら
廃
止
し
ま
す
。
振

替
日
（
納
期
限
）
の
前
に
は
、
預
貯
金
の

残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　

　
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

納
期
限
か
ら
お
よ
そ
20
日
後
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す
の
で
、
督
促
状
に
よ
り
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
督
促
手

数
料
が
１
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
督
促
状
発
送
前

に
納
付
書
を
送
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
経
営
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

問
い
合
わ
せ
先
　
上
下
水
道
部
経
営
課
（
内

線
２
１
６
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
税
を
納
め
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
場
合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
　

　
会
社
の
保
険
に
加
入
し
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
て
か
ら
医
療
機
関

を
受
診
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
が
負

担
し
た
医
療
費
を
後
日
返
金
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　

資
格
を
得
る
場
合
　
転
入
し
た
と
き
▽
退

職
に
よ
り
社
会
保
険
等
を
離
脱
し
た
と
き

▽
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
▽
社
会
保
険

等
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
▽
生
活
保
護

の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
　
　
　

資
格
を
失
う
場
合
　
転
出
し
た
と
き
▽
就

職
し
会
社
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
▽
死

亡
し
た
と
き
▽
社
会
保
険
等
の
扶
養
家
族

と
な
っ
た
と
き
▽
生
活
保
護
の
適
用
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
場
合
　
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と

き
▽
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
▽
学

生
で
住
所
を
異
動
し
長
期
間
家
族
と
離
れ

て
生
活
す
る
と
き
▽
世
帯
分
離
や
合
併
し

た
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
　
　
　
　
　
　

資
格
を
得
る
場
合
　
認
印
、
離
職
票
な
ど

社
会
保
険
の
喪
失
日
が
分
か
る
証
明
書
、

年
金
手
帳
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、

個
人
番
号
が
分
か
る
も
の

資
格
を
失
う
場
合
　
認
印
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
社
会
保
険
等
の
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、

個
人
番
号
が
分
か
る
も
の
　
　
　
　
　
　

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課

医
療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
・
２
２
６

３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
月
額
４
０
０
円
上
乗
せ
し
て
月
額
１

万
６
９
４
０
円
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
「
付
加
年
金
制
度
」
の

利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
基

金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
（
２

７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）
　
　
　
　

健
康
保
険
料
率

介
護
保
険
料
率

９
・
92
％
（
０
・
06
％
引
き
上
げ
）

１
・
79
％
（
０
・
06
％
引
き
上
げ
）
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募

集

催

し

そ

の

他

♨今月の羽島温泉の休館日 ４月６日（月）・15日（水）・25日（土）

変更後
福寿コミュニティセンター

１階会議室

変更前 福寿小学校屋内運動場

図
書
館
の
催
し

中
小
企
業
者
の
た
め
の

無
料
相
談
窓
口

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
４
月
１
日
（水）
・
15
日
（水）
、

５
月
６
日
（水）
　
●
時
間
＝
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
４
月
11
日
（土）
・
25
日
（土）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
交
流
協
会
の
催
し

幼
児
向
け
英
語
遊
び
　
　
　
　
　

　
歌
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

親
子
で
英
語
に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
20
組
　
●
期
日
＝
４
月

10
日
（金）
　
●
時
間
＝
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
15
分
　
●
場
所
＝
福
寿

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
参

加
料
＝
会
員
無
料
、
非
会
員
５
０

０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー
イ
ー
ス
タ
ー
　
　
　
　

　
英
語
で
歌
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
定
員
＝
小
学
３
年
生
ま
で
の
児

童
20
人
（
保
護
者
同
伴
可
）
　
●

期
日
＝
４
月
20
日
（月）
　
●
時
間
＝

こ
ど
も
の
読
書
週
間
　
　
　
　
　

　
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
　

●
期
日
＝
５
月
５
日
（火）
　
●
内
容

＝
①
図
書
館
探
検
ツ
ア
ー
②
子
ど

も
司
書
体
験
③
親
子
で
楽
し
む
工

作
教
室
　
●
時
間
＝
①
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
②
午
後
１
時
〜

２
時
30
分
、
午
後
３
時
〜
４
時
30

分
③
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
　
●
参
加
費
＝
無
料
（
①
②

は
４
月
19
日
（日）
ま
で
に
図
書
館
へ

申
し
込
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
４
月
５
日
（日）
・
６
日

（月）
・
13
日
（月）
・
20
日
（月）
・
27
日
（月）
・

30
日
（木）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分
　
●

場
所
＝
福
寿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
　
●
参
加
料
＝
会
員
３
０
０

円
、
非
会
員
５
０
０
円
　
　
　
　

※

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
協

働
課
内
・
内
線
２
３
１
２
）
へ
　

約
優
先
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
４
月
25
日
（土）
　
●
時
間

＝
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
楽
し
く
写
真

を
撮
り
ま
し
ょ
う
」
　
　
　
　
　

　
市
美
術
協
会
会
員
の
速
水
博
さ

ん
が
魅
力
あ
る
写
真
の
撮
り
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
（
予
約
優
先
）

●
期
日
＝
４
月
29
日
（水）
　
●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
　
　

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
４
月
は
休
館
日
な
し

※

詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ
　
　
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
市

弓
道
連
盟
事
務
局
☎
（
３
８
７
）

８
４
３
５
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
　
　
　
　
　
　

●
場
所
＝
県
立
看
護
大
学
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
雨
天
時
は
体
育
館
）
　

●
持
ち
物
＝
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
　
●
申
込
期
限
＝
４
月

22
日
（水）
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
は
、
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
９
２
）
８
８
６
１
へ

脳
の
健
康
教
室

　
簡
単
な
読
み
書
き
と
計
算
で
認

知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
　
　

●
定
員
＝
65
歳
以
上
の
20
人※

先

着
順
　
●
期
間
＝
５
月
20
日
（水）
か

ら
５
カ
月
間
の
水
曜
日
（
全
20
回
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
ま
た
は

午
後
２
時
10
分
開
始
（
１
人
40
分

間
）
　
●
受
講
料
＝
２
０
０
０
円

×

５
カ
月
分
（
税
別
・
教
材
費
含

む
）
　
●
申
込
期
限
＝
４
月
24
日

（金）
　
●
そ
の
他
＝
市
役
所
中
庁
舎

前
、
福
祉
ふ
れ
あ
い
会
館
か
ら
送

迎
バ
ス
あ
り
　
●
場
所
・
申
し
込

み
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

す
ら
ぎ
苑
☎
（
３
９
８
）
７
０
７

０
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4

　雅やかな市の花「美濃菊」が会場を彩る羽島
美濃菊展が、今年も11月に開催されます。　
　出展に向けて美濃菊の栽培をする人へ、次の
とおり美濃菊の苗を無料で配布します。
申込開始日　４月６日（月）
配　布　数　１人３本（先着５０人）
配　布　日　５月中旬～６月中旬
配 布 場 所　市役所北庁舎
申し込み・問い合わせ先　農政課（内線2623）

　市国際交流協会では、日本ユネスコ協会連盟に協力
し、書き損じはがきを回収しています。　
　令和元年度は書き損じはがき723枚などを回収し、
41,706円分を寄付することができました。ご協力ありが
とうございました。
　引き続き、市役所本庁舎と図書館において回収を実施
しています。（消印のない郵便はがきに限ります）
問い合わせ先　市国際交流協会事務局
　　　　　　　（市民協働課内・内線２３１２）

資格　①平成２年４月２日～11年４月１日に生まれた人　
　　　②平成11年４月２日以降に生まれた人で、令和３年３月
　　　　までに大学を卒業する見込みがある人（同等資格者含む）
申し込み方法　４月８日（水）までにインターネット（名古屋
　　　　　　　国税局職員採用ページ）で申し込む　
試験日　１次試験 ６月７日（日）
　　　　２次試験 ７月８日～17日のいずれか指定する日
問い合わせ先　名古屋国税局人事第二課試験係
　　　　　　　☎０５２（９５１）３５１１

書き損じはがき回収のお礼 国税専門官の募集 市の花「美濃菊」を育ててみませんか福寿町投票所を変更

会
計
年
度
任
用
職
員

市
長
車
等
の
運
転
業
務
　
　
　
　

●
人
員
＝
１
人
　
●
資
格
＝
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

こ
と
　
●
採
用
期
間
＝
６
月
１
日

〜
令
和
３
年
３
月
31
日
（
月
10
日

程
度
勤
務
、
土
日
・
祝
日
・
夜
間

勤
務
あ
り
）
　
●
申
込
方
法
＝
４

月
30
日
（木）
ま
で
に
管
財
課
へ
履
歴

書
を
提
出
　
●
詳
し
く
は
、
管
財

課
（
内
線
２
１
０
８
）
へ
　
　
　

金
融
相
談
会
（
融
資
相
談
等
）
　

●
日
時
＝
毎
月
第
３
水
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午
　
●
相
談
員
＝
日
本

政
策
金
融
公
庫
相
談
員
　
　
　
　

司
法
書
士
相
談
会
　
　
　
　
　
　

●
日
時
＝
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
　
●
相
談
員
＝
県
司

法
書
士
会
所
属
司
法
書
士
　
　
　

※

い
ず
れ
の
相
談
も
要
予
約
　
　

※

場
所
・
問
い
合
わ
せ
は
、
羽
島

商
工
会
議
所
☎
（
３
９
２
）
９
６

歴
史
民
俗
資
料
館
・

映
画
資
料
館
の
催
し

企
画
展
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
　

映
画
ポ
ス
タ
ー
展
」
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
４
月
４
日
〜
８
月
10
日

映
画
の
集
い
「
続
・
男
は
つ
ら
い

よ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
４
月
11
日
（土）
　
●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜
　

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
小
川
幸
夫
さ
ん
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
４
月
４
日
〜
５
月
24
日

古
文
書
学
習
会
・
俳
諧
歴
史
入
門

の
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
開
催
日
＝
５
月
〜
令
和
３
年
３

月
の
第
４
土
曜
日
（
全
11
回
）
　

●
要
申
し
込
み
（
途
中
参
加
可
）

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　※

マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
４
月
６
日
（月）
・
13
日

（月）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ
　
　
　
　
　

市
公
式
イ
ン
ス
タ

フ
ォ
ト
コ
ン
を
開
催

　
今
年
度
も
羽
島
市
の
魅
力
あ
る

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
、

右
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
（金）
　
●

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
催
し

所
蔵
品
展
「
は
し
ま
で
出
会
う
モ

リ
カ
ズ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
岐
阜
県
出
身
の
画
家
・
熊
谷
守

一
の
絵
画
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

●
開
館
期
間
＝
４
月
18
日
〜
５
月

24
日

講
演
会
「
モ
リ
カ
ズ
っ
て
ど
ん
な

人
？
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
今
井
田
一
已

館
長
と
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お

が
き
の
古
川
秀
昭
館
長
が
、
熊
谷

守
一
に
つ
い
て
対
談
し
ま
す
。（
予

市
民
と
看
護
大
学
生
と
の

交
流
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
18
歳
以
上
の
市
内
お
よ
び
近
郊

在
住
・
在
勤
者
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
　

◇
期
間
＝
５
月
７
日
〜
７
月
９
日

の
毎
週
木
曜
日
　
　
　
　
　
　
　

◇
時
間
＝
午
後
３
時
30
分
〜
５
時

30
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
参
加
料
＝
各
教
室
２
０
０
０
円

弓
道
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
場
所
＝
市
弓
道
場
　
●
そ
の
他

＝
用
具
は
教
室
で
用
意
、
長
袖
・

膝
下
ま
で
の
ズ
ボ
ン
・
靴
下
着
用

●
申
込
期
限
＝
４
月
20
日
（月）
　
●

　今年度執行の選挙から、福寿投票区
の投票所を以下のとおり変更します。

問い合わせ先　選挙管理委員会
　　　　　　　（内線23 5 3）

岐阜羽島衛生施設組合次期ごみ
処理施設整備基本計画（改定案）
意 見 数　1件（1人）

募集期間　2月3日～3月4日

公表場所　岐阜羽島衛生施設組合ホームページ

　　　　　をご確認ください。

問い合わせ先　同組合施設建設推進課　　　

　　　　　　　☎（278）7320

第2期羽島市子ども・子育て支援
事業計画（案）
意 見 数　29件（1人）

募集期間　1月6日～2月5日

公表場所　市ホームページ、担当課、

　　　　　各コミュニティセンター

問い合わせ先　子育て・健幸課（内線2522）

羽島市地域防災計画修正（案）
意 見 数　0件

募集期間　1月8日～2月7日

公表場所　市ホームページ、担当課、

　　　　　各コミュニティセンター

問い合わせ先　危機管理課（内線5102）

羽島市空家等対策計画（案）
意 見 数　10件（1人）

募集期間　1月8日～2月7日

公表場所　市ホームページ、担当課、

　　　　　各コミュニティセンター

問い合わせ先　生活交通安全課（内線2152）

羽島市公共下水道事業経営戦略（案）
意 見 数　1件（1人）

募集期間　2月1日～3月2日

公表場所　市ホームページ、担当課、

　　　　　各コミュニティセンター

問い合わせ先　上下水道部経営課（内線2162）

意見募集の結果公表
（パブリックコメント）

各催し等は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止または延期となる場合があります。

　
　

６
４
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
方
法
＝
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃

羽
島
の
魅
力
２
０
２
０
」
を
付
け

て
写
真
を
投
稿
す
る
（
２
０
２
０

は
半
角
）
　
●
詳
し
く
は
、
秘
書

広
報
課
（
内
線
２
３
２
２
）
へ
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問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393）2231
ホームページアドレス　http://www.hashimac.org

information＋
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

一宮市 市民病院

は
し
ま

愛愛愛
市
長
の
コ
ラ
ム

種　　別 相　談　日 時　　間

市 政 相 談 毎週月～金曜日 8:30～17:00

行 政 相 談 ５月７日

５月は休み

４月９日

13:00～16:00

法　律　相　談
（ 予 　 約 　 制 ）

13:00～15:00

交通事故相談 毎週水・金曜日 10:00～16:00

年金・社会保険
労　働　相　談
（ 予 約 優 先 ）

13:00～16:00

心配ごと相談
（ 予 約 優 先 ）

４月17日、５月１日 13:00～16:00

家庭児童相談

人 権 相 談

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

8:30～17:00母 子 相 談

毎週月・木曜日 13:00～15:00就業促進相談

13:00～16:00

13:00～16:00

４月８日・24日

４月６日、
５月は休み

４月15日

建築設計相談
（ 耐 震 相 談 ）

不 動 産 相 談
（ 予 約 優 先 ）

登記・相続相談
（ 予 約 制 ）

４月22日

多重債務相談
（ 予 約 優 先 ）

４月21日

13:00～16:00

消費生活相談 毎週月～金曜日

13:00～16:00

9:00～12:00
13:00～16:00

13:00～16:00

8:30～17:00

休館日　4月7日（火）・14日（火）・21日（火）・28日（火）

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●法律相談、登記・相続相談は予約制です。事前に
申し込みしてください。（電話予約も可）

糖尿病教室　　　　　時　間　午後2時～3時

参加料　無料

期日

４/６
(月)

生活指導
生活指導と透析予防指導について（看護師・検査技師）

４/13
(月)

糖尿病とは（医師）

食事療法
外食・中食のポイント（管理栄養士）

薬物療法
のみ薬の種類・働き（薬剤師）

運動療法
ウオーキングを始めよう（理学療法士）

４/20
(月)

４/27
(月)

５/11
(月)

一宮市三岸節子記念美術館

コレクション展「
シャトー

城館めぐり」

期　間　4月14日～6月21日
開　館　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
休館日　月曜日（祝日は開館）、4月30日（木）、5月7日（木）
観覧料　大人320円、高・大学生210円、中学生以下無料

学芸員によるガイドツアー

日　時　毎月第2・4木曜日　午後2時
　　　　※当日会場で直接お申し込みください。
問い合わせ先　一宮市三岸節子記念美術館　　
　　　　　　　☎05 8 6（6 3）2 8 9 2

　画業初期には個性豊かな室内の調度品を、初渡
欧後は異国の景観を描いた三岸節子。フランスで
はパリ郊外の城館を巡り、その姿をスケッチしま
した。作中の建築モチーフに焦点を当て、節子の
建築への眼差しを紹介します。

劇団四季ミュージカル「コーラスライン」
日　時　7月4日（土）午後5時30分～

入場料　Ｓ指定席8,800円、Ａ指定席6,600円、　　　
　　　　Ｂ指定席4,400円
　　　　※当日同額・税込・3歳以上有料、　　　　　
　　　　　各席中学生以下半額

チケット発売日

　　　　4月25日（土）午前9時～ 
　　　　※友の会会員の発売は4月18日（土）午前9時～
　　　　※電話・インターネット予約は各翌日午前9時～

第9回春のお茶会（開催延期）
　4月12日に開催を予定しておりましたが、開催を延期
します。開催日時が決定次第、文化センターホームペー
ジ等でお知らせします。
※購入されたチケットは、そのままご利用いただけます。
※詳細はお問い合わせください。

入場料　一服350円（当日400円）

　
我
が
国
の
出
生
数
は
、
第
一
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
時
に
は
２
７
０
万
人
。
第
二
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
時
で
は
２
１
０
万
人
で
し
た
。

女
性
の
方
が
、
生
涯
で
産
む
で
あ
ろ
う
子

ど
も
さ
ん
の
数
を
示
す
「
合
計
特
殊
出
生

率
」
は
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
４
・

３
。
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
は
、
ほ
ぼ

２
・
１
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、
１
９
７
５
年
に
は
２
０
０
万

人
を
割
り
込
み
。
合
計
特
殊
出
生
率
も
、

１
・
91
に
下
が
り
ま
し
た
。
１
９
７
５
年

以
降
は
、
出
生
数
は
毎
年
減
少
。
１
９
８

４
年
に
は
１
５
０
万
人
を
割
り
込
み
、
１

９
８
９
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
57

に
下
降
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
１
９
９
１

年
以
降
の
出
生
数
は
、
増
加
と
減
少
を
繰

り
返
し
、
緩
や
か
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
が
２
０
０
５
年
、
合
計
特
殊
出

生
率
が
過
去
最
低
の
１
・
26
を
記
録
す
る

と
、
一
気
に
減
少
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
。
２

０
１
６
年
の
出
生
数
が
97
万
７
千
人
と
な

り
、
我
が
国
の
人
口
統
計
開
始
以
来
初
の

１
０
０
万
人
を
割
り
込
む
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
近
年
の
出
生
数
は
、
毎
年
３
パ
ー
セ
ン

ト
前
後
減
少
。
２
０
１
８
年
の
出
生
数
は

91
万
８
千
人
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

42
。
２
０
１
９
年
に
は
、
出
生
数
が
90
万

人
を
割
り
込
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
羽
島
市
の
人
口
は
、
２
０
１
２
年
の
６

万
８
７
８
７
人
以
降
微
減
。
２
０
１
９
年

に
は
、
６
万
７
７
２
８
人
（
年
平
均
１
・

４
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
減

少
率
は
、
国
全
体
の
半
数
弱
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
ほ
ぼ
国
の
平
均
値
で
す
。
　
　

　
生
ま
れ
る
子
ど
も
さ
ん
は
、
国
の
予
測

を
上
回
っ
て
減
少
し
、
高
齢
で
お
亡
く
な

り
に
な
る
方
は
増
加
。
２
０
１
９
年
に
は
、

鳥
取
県
の
人
口
に
匹
敵
す
る
51
万
人
が
減

少
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
国
と
し

て
の
機
能
が
停
滞
し
、
発
展
へ
の
道
は
閉

ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
国
を

挙
げ
て
の
制
度
全
体
を
見
直
す
「
働
き
方

改
革
」
の
促
進
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
諸
外
国
に
比
べ
て
大
幅
に
低
い
我
が
国

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
女
性
の
結
婚
願

望
が
衰
退
し
て
い
る
の
が
要
因
で
す
。
国

の
調
査
で
は
、
結
婚
願
望
の
あ
る
女
性
が

相
手
に
求
め
る
年
収
は
、
男
性
の
実
態
年

収
よ
り
多
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
入
面

で
の
不
足
額
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
夫
婦

共
稼
ぎ
で
の
安
定
し
た
収
入
確
保
と
、
女

性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
整
備
が
必
要

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
性
差
の
な
い
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
も
、
今
以
上
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
出
生
率
の
低
下
に
直
面
し
た
欧

米
諸
国
で
は
、
女
性
の
社
会
進
出
に
効
果

的
な
政
策
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

先
例
を
模
し
て
で
も
、
具
体
的
な
方
策
を

早
急
に
講
じ
、
働
く
時
間
や
場
所
を
多
様

化
す
る
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

社
会
全
体
が
作
り
上
げ
る
機
運
を
醸
成
す

る
の
は
、
ま
さ
に
国
家
の
使
命
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

第
71
回

羽
島
市
長
　
松 

井
　
聡

内　容（担当）

©下坂敦俊©下坂敦俊



20

医療機関（医科・歯科）

羽島皮膚科・内科（竹鼻町）
☎（392）1226

戸田歯科医院（竹鼻町）
☎（391）8354

いのうえ小児科クリニック（竹鼻町）
☎（392）8808

たけはな歯科（竹鼻町）
☎（391）2122

岩佐医院（正木町）
☎（392）8888

いのうえ整形外科（江吉良町）
☎（394）1355

棚橋歯科医院（竹鼻町）
☎（391）7231

いわたクリニック（正木町）
☎（394）3017

花村歯科医院（福寿町）
☎（392）0554

高田歯科医院（竹鼻町）
☎（392）6482

河村医院（舟橋町）
☎（392）2281

札場歯科医院（正木町）
☎（392）8868

ほっつ歯科医院（堀津町）
☎（398）5272

第一河合歯科医院（竹鼻町）
☎（392）1567

小川医院（下中町）
☎（398）3211

加地内科（足近町）
☎（392）6688

正木伊藤歯科（正木町）
☎（391）3112

小田内科（足近町）
☎（392）1225

期　日

４月５日
（日）

４月12日
（日）

４月19日
（日）

４月29日
（水）

４月26日
（日）

５月４日
（月）

５月５日
（火）

５月６日
（水）

５月３日
（日）

行　事　名 【 対 象 者 】

乳 幼 児 相 談
【 乳 幼 児 ( 希 望 者 ) 】

離 乳 食 教 室
【５カ月前後の子（希望者）】

は み が き 教 室 と
フ ッ 化 物 塗 布
【平成29年10月・30年４月生まれ（希望者）】

健 康 相 談
【 希 望 者 】

４月21日（火）
※要申込

精神保健（こころの）相談
【 希 望 者 】

期　　日　　等

４月９日（木）

４月15日（水）

４月23日（木）
※要予約

随　　時

時　　間

9：30～11：00（受付）

10：00～10：10（受付）
所要時間約1時間30分

9：40～10：40（受付）
所要時間約1時間30分

8：30～17：15

13：30～15：30

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

※市内に住民票がある人が対象です。　※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

発
行
／
羽
島
市
役
所
　
編
集
／
市
長
室
秘
書
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■人口　67,576人（－236）・男33,429人・女34,147人　■世帯数　26,701世帯（＋353）　令和２年３月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッター

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram App store・Google playから
「マチイロ」を検索し、ダウンロード

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

＃71 
パパママ教室

参加者からは「赤ちゃんのお世
話体験をして親になる実感が湧
いた」「妊婦体験をして妊婦さ
んの大変さが分かった。今後も
夫婦で協力してやっていきたい」
という感想を多く聞きます。
　教室に参加することで、子育
てのイメージをつかみやすくな
り、夫婦で子育てについて具体
的に考える良い機会になります。
パパママ教室に参加して、一緒
に赤ちゃんを迎える準備をして
みませんか。

　市では、安心して出産・育児
期を迎えるために妊婦さんとそ
の夫を対象にパパママ教室を行
っています。教室では、妊娠期
と産後の健康についての話に加
えて、お父さんに妊婦ジャケッ
トを着用してもらう妊婦体験や、
赤ちゃん人形を使って入浴・着
替え・おむつ交換などを体験し
てもらう時間を設けています。

母子健康手帳の交付

4月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線5302・5303）

診療時間
午前9時～午後2時

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

父：斎藤貴之さん　母：咲子さん　〔福寿町〕
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父：田口勇介さん　母：正江さん　〔上中町〕
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広報はしまをアプリで配信中!

新型コロナウイルス感染症の予防
手洗いの徹底や、咳エチケットなど、感染予防に取り組みましょう。
詳しくは右の2次元コードからご確認ください。




